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使い捨てプラスチック（ワンウェイプラスチック）がポイ捨てされることによって、海へ流れ込み、魚など
の海洋生物や野鳥がエサと間違えてプラスチックを食べてしまう等の悪影響が起こっています。
環境を守るためプラスチックは、①使用を控える、②使用する場合も環境に優しいものや、繰り返し使
用できるものを選ぶなど、賢く選択していきましょう！

ワンウェイプラスチックを減らすためにできること

第44回「船橋をきれいにする日」が開催されました

小型家電回収ボックスをご利用ください
市で掲げている「循環型社会の実現」の目標のもと、リサイクルの推進、最終処分量の削減および環境負荷の低
減を図るため、市役所、公民館などに回収ボックスを設置し、小型家電を無料で回収しています。ご家庭で不要
になった小型家電のリサイクルにご協力をお願いいたします。
※回収ボックスの投入口（15cm×30cm）に入るものに限ります。

回収品目（例）

※個人情報が記録されているものは、個人情報を消去してから
回収ボックスに入れてください。

←詳細はこちら
（市ホームページ）

令和６年１１月１７日（日）に、「船橋をきれいにする日」が開催されました。清潔で住み良い船橋市をつくる
ことを目的に開催しているこの清掃事業は、昭和５６年に始まり、今年で４４回目の開催となりました。
当日は天候に恵まれ、市内各地域の清掃活動に多数の方が参加され、市内全域で約１３.２トンのごみが集まりま
した。ご協力いただき、ありがとうございました。

違法な不用品回収業者にご注意ください！

ご家庭の廃棄物を回収するには、市町村の「一般廃棄物処
理業許可」が必要です。廃棄物を出すときには「無許可」
の回収業者は利用しないでください！
また、テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類
乾燥機は家電リサイクル法に基づき、家電小売店等によっ
て引き取られ家電メーカーがリサイクルを行います。

廃棄物指導課 ☎047-436-3810問い合わせ
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♦マイボトル、マイカップ、マイバッグ、マイスプーンなどを使う。
♦イベント等ではリユース食器（洗って繰り返し使える食器等）を利用する。

★3Rの推進。
※3Rとは、 「Reduce(リデュース)」 ごみを減らす

「Reuse（リユース) 」 繰り返し使う
「Recycle（リサイクル)」 再生して資源に

この3Rを念頭におき、ごみを減らすことが一番大切！

マイスプーンマイカップ マイバッグ

積極的に
利用しましょう！

問い合わせ クリーン推進課 ☎047-436-2434

問い合わせ クリーン推進課 ☎047-436-2434

←詳細はこちら
（メグスパホームページ）

←詳細はこちら
（市ホームページ）



船橋市のごみ事情指定ごみ袋のばら売りについて
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市では、ごみの発生抑制のためマイバックの利用を推奨していますが、下記店舗では、買い物時にマイ
バックだけでは足りない時など、レジ袋の代わりに指定ごみ袋を選ぶことができます。
指定ごみ袋を買い物袋として使用したあと、ごみを捨てるための袋として再利用いただくことで、レジ袋
の削減につながります。

フードドライブを実施します
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ごみ処理には多額の経費がかかりますので、ごみを減量しましょう

令和５年度のごみ処理にかかった経費の合
計は、約79.３億円でした。
内訳としては、収集に28.６億円、焼却・
資源化などの中間処理に47.7億円、埋立の
最終処分に3億円かかりました。

ごみを減量し、分別を徹底すればごみ処理
にかかる経費を減らすことができますので
、引き続きご協力をお願いします。

船橋市の家庭系ごみ排出量は、市民の皆様
のご協力により、令和2年度を境に年々減
少しています。
船橋市一般廃棄物処理基本計画では、令和
13年度までに、1人1日あたりの家庭系ご
み排出量を440.0グラムとする目標を掲
げています。
これからも市民一人ひとりが3R等の取り
組みを実践し、令和13年度のごみ減量目
標の達成を目指しましょう。

令和5年度の家庭系可燃ごみ組成調査の結
果は左の円グラフの通りとなりました。

資源化できる紙類が12.74%、食品ロス
が2.94％含まれていました。家庭系可燃
ごみの減量をさらに進めるためには、特に
「雑がみ」などの資源化できる紙類や、食
べられるのに捨てられている「食品ロス」
を減らすことが重要です。

ごみ組成調査
詳細はこちら

１．実施期間 令和７年２月１日～令和７年２月１６日
２．実施場所 資源循環課、ふなばしメグスパ、各公民館(新高根・東部は除く)

※資源循環課、ふなばしメグスパは、上記期間外も一年中寄付を受け付けています。
３．寄付いただきたい食品

缶詰、レトルト食品、インスタント食品、お米(玄米含む)、菓子類、麺類、
飲料(ミネラルウォーター類・アルコール類は除く)、調味料、非常食、
離乳食、粉ミルクなど

４．ご注意いただきたい点
〇賞味期限が明記され、２か月以上あるもの

(お米は前年度産まで)
〇常温で保存可能
〇未開封である
〇破損で中身がでていない

フードドライブとは？

フードドライブは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食
品を寄付する活動です。ご提供いただいた食品は、「NPO
法人フードバンクふなばし」へ寄付した後、子ども食堂や食
料の支援を必要とする子育て家庭等に届けられます。

フードドライブ
詳細はこちら
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 イオン 船橋店 山手1-1-8
可燃20L、可燃30L ※1階食品売り場のみ

 イオン 高根木戸店 習志野台1-1-3
可燃20L ※1階食品売り場のみ

 DCM 新船橋店 山手1-2-7
可燃30L、可燃45L

 ランドロームフードマーケット
船橋夏見店 夏見1-15-5
可燃20L、可燃30L

収集
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令和5年度 ごみ処理経費

ごみ処理経費
詳細はこちら


